
2012年5月アーカイブ

小石川
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美しい花や木々に囲まれて、

また足を止め、読書をしながら過ごす
休日でした。

もともと、薬や医学に関係があるとのこと

ですが、昔は病気に対する治療も現在とは

、発展してないというか自然のものであった

と思います。

治癒目的でしょうが、精神的に悩みを抱え

薬に走る・頼るということでは解決せず、

やはり支える人の存在が左右する、など

必要なこともあると思います。

小石川養生所は時代劇でも聞いたことがありますし

それ以前の小石川御薬園が小石川植物園の前身

ということです。
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このブログを購読

検索

このアーカイブについて

このページには、2012年5月に書

かれたブログ記事が新しい順に
公開されています。

前のアーカイブは2012年4月で
す。

次のアーカイブは2012年6月で
す。

最近のコンテンツはインデックス

ページで見られます。過去に書か
れたものはアーカイブのページで
見られます。
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20日に行きましたが、21日にはバイカウツギ、

ゴンズイ、シセンテンノウメ、イブキトラノオ、

ウツボグサなどが咲いているということですが、
その他、というか私が撮ったものもあったので

咲いていました。木々が生い茂る範囲も広いので

その辺りではなかなか花は探すのは難しい

と思います。

昼の弁当は手作り弁当で、それが名前なのかよく

分からなかったのですが、来る人はみなさん
おいしいということでいただいてみました。

魚や爬虫類や足のある子供ははたくさんで

踏んでつぶしてしまいそうでした。

自分で食べ物をとり、逆に食べられず、

大きくなって、特に雨の季節、鳴き声を

あげて、私たちの耳にも届かせてほしい

です。

I just wanna be myself and I want you to know
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bad romance の後に、先週の日曜日のことですが
盛り上がり、言った言葉は大分分かったこともあり、
聞きづらいこともありました。

some of you betray me と言って、頭の上に抱きかかえ
られ後ろへ連れ去られました。

ここでは、次がjudasと想像が付きました
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I cling to - just a holy fool

最初の頃はpoker face や just dance なんかを
聞いていて、段々2枚目や3枚目の方が良い
ように思える様になってきました。
ライブではかなり網羅してくれていたのでは
ないでしょうか。

you and I, telephone, born this way
がその中でも好きです。

私の場合は迷走してるというか
I'm on the right track, baby
に思えるとも分からないですし、
生まれながらでなくて
自分自身を愛するというのも
パーフェクトではないので
lady gaga や friends との出会い
が影響を与え、自分も見失わず
成長して、明日の姿があると
思います。

さいたまスーパーアリーナにて

あけぼの山
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朝から出かけようと思っていたのですが、

この日は天気予報に反し雨。

室内ならというところでしたが、

あがったので、屋外へ。

近辺でも今まであまり詳しくないエリア。
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チューリップやさくら（山）、の季節は

ちょうど過ぎてしまいましたが、四季折々

の花々が迎えてくれるということで、ひょ

うたん（池？）もあったり、スイレン、

有名だと思うのですが名前を知らない大きな

花も咲いていました。（八重咲きのフヨウに
しては蕾の付き方が分らず）

着くと、布施弁天東海寺にお参り。

本堂の内側の壁にかかった絵に綺麗で

興味引かれるものもありました。撮影
禁止なので、ここでは四天王の一つ吉

祥天を妻とする多聞天（北）です。

楼門や鐘楼、三重塔などの間にあって

利根川の河川敷を窓の外に眺めながら、

昼にぜんざいと七福豊穣米雑穀おにぎり２種
（梅・こんぶ）をいただきました。
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そのあと、子供たちが（親たちとも）遊ぶ
広い敷地内を散策しました。

季節がら鯉のぼりも空に泳いでいました。

そのあと売店に入り記念品を見たり、地元で

製造されたお菓子を一つ買って、お茶お飲み
ながら座って新聞を読んでいて、外を見たら

また雨。

止まないので、バックパックにも折りたたみ

が、車には長い傘を積んでいますので、チェック

するのを忘れていましたが、入っていました。

鯉のぼりには雨に濡れてしまいます。水の中で
泳いでいれば届きますか。

お花畑の間にある公園のシンボルのあたりへも

歩いていきました。トマトハウスやバーベキュー

ガーデンなど楽しめる様でしたが、あいにくの

天気でした。
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日本庭園など雨降りの風情を楽しめるものもある

と思いますが、頻繁に憩いに訪れる人たちは

運動や散歩、休みの日に子供と過ごす時間などは

雨に濡れない場所へ移動してしまいました。駐車

場にも水が浮かんでいる所が写り、私も一茶の

鶏の歌を読みその後、ここをあとにしました。

美那の川
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坂を登り、観光案内所のそばまで行き、

結局、満杯でしたので、来た道を下り

途中狭い路を入り、警備案内の人に

種類をいって、右奥のでこぼこの

場所に止めました。

上は有料ですがここはただ。

筑波山神社の方まで歩きました。

これは歩かずに済むように、バイクのタクシー

ではなく、地元の人の移動用の様です。

境内にもスペースがあるのに

一台だけ止まっているのは

交通安全の
落書や盗難防止まで入っているのか

分からない所ですが、

お祓いを受ける人の為みたいです。
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山なので寒いかとも思っていたのですが、
15分くらいであせもかき、休みで昼食を

摂りました。冷やしつくばそばです。

男性用？の御守を買ったのですが、

まだ参拝していなくその後、

お金を払いました。

ガマの油の実演、販売をしていました。
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気温16° ということで、宮脇駅から
ケーブルカーであがりましたが

この日は一日を通して、標高に関わらず

春の日といった気候でした。

どちらかというと男体山頂からの眺めでも

雲が目立っていて、春の日差しを浴びる

という感じではなかったのですが。

その後は、女体山頂までも歩いたのですが

男体山より道はなだらかに思えました。

それでも、標高は高いみたいです。そこの
人たちは落ちそうにも見えたのですが、

大丈夫でしょうか？富士山の方向も雲で、

そこまではっきりとは見通せませんでした。

来るときに投げた小石はガマ石の口から

出て落ちてきてしまいましたが、戻りの

道ではうまく入り、隣にいた3人に拍手

されても、特に言うことはなくて、その

後はお土産などを見たりしました。

つく者ねの峰よ利落つる美那の川
恋曽つも利て婦遅と奈りぬ流

陽成院

帰り道見つけたのですが、百人一首にある

ということもあって、聞き覚えがありました。

恋の山筑波山の男女川に託す、

（美那の川＝男女川？）
とあって、筑波山の地元の歌のようですし、

細かいことはまた(調べてみます)。
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